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岩谷十八夜観音で岩谷十八夜観音で
６年ぶりの火渡り神事が６年ぶりの火渡り神事が
行われました行われました
（24ページに関連記事）（24ページに関連記事）

祈りを込めて祈りを込めて
　　一歩ずつ　　一歩ずつ



晴れやかな門出に笑顔あふれる晴れやかな門出に笑顔あふれる
二十歳を迎えた皆さん おめでとうございます二十歳を迎えた皆さん おめでとうございます

　８月15日、中央公民館で二十歳を祝う会が開催されました。対象となったのは平成16年から17年に生まれ
た110名で、久しぶりに再会したクラスメイトや恩師と思い出話に花を咲かせていました。また、ゲストに
招いた町観光大使で落語家の春風亭昇りんさんが、未来に歩んで行く後輩たちに、激励の言葉を送りました。

二十歳代表の言葉（一部抜粋）
　先の見通せないこの時代に、自分の将来に不安を持っている人もいると思
います。それは自分の将来を真剣に考えているからこそのものです。私自身
も夢に向かって勉学に励んでおりますが、決して順調ではありません。日々、
目標と現実のギャップに悩んでおります。しかし、前に進むことをやめよう
とは思いません。前に進むことだけが今の状況を抜け出すことにつながると
思うからです。
　私たちはこの先大きな困難を克服しなければならない場面が多々あると思
います。そんな時は一瞬立ち止まって周りを見渡してみてください。あなた
のことを大切に思い、支えてくれる人がいるはずです。それは家族かもしれ
ないし、友人かもしれないし、違う大人かもしれない。そのことを忘れるこ
となく、生きていってほしいと思います。
　最後になりますが、今日私たちがこのように集い、二十歳を祝う会を迎え
られたのも、大切に育ててくれた家族や、いつも優しく、時には厳しく指導してくださった先生方、そし
て、いつも温かく見守ってくださった地域の皆様のおかげです。本当にありがとうございます。

　齋藤　佳
よしむね

宗 さん
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　教員採用試験に向けて、当時大学
２年生の終わり頃からコツコツと勉
強していました。ありがたかったの
は同じ目的を持った仲間が数人いて、
夜な夜なゼミ室で徹夜で勉強できた
ことです。仲間と一緒にやることで
モチベーションがキープされたとこ
ろがあります。皆さんも積極的に
コミュニケーションをとって、良い
仲間を見つけてほしいと思います。

　私の場合は夢という感じではなく、
仕事として考えたうえで落語家にな
ろうと思っていました。現実として
食べるためにはどうしなければなら
ないのか、どう仕事を取っていかな
ければならないのか、師匠のもとに
入るためにはどうしたらいいかを
自分なりに考えて挑戦しました。
　目指すのであればすぐに行動した

方が良いと思います。30代、40代になって「あの時声優を
目指したけれど何もできなかったな」となるのか、「一回
挑戦したけれどやっぱり難しかったな」となるのか、どち
らが良いかしっかり考えてみてください。

　公務員を目指し
て勉強しています。
先 生 た ち も 教 員
採用試験に向けて
勉強していたと思
いますが、何をモ
チベーションに頑
張っていましたか。

　私はアニメ
が好きで、声
を褒められる
ことがあり声
優になりたい
と思っている
のですが、
これを突き詰
めるべきなの
か、今の仕事
を頑張っていくべきなのか、アドバイ
スをいただきたいです。

恩師
髙橋　祐紀先生

春風亭昇りんさん
奥山　瑠

りゅうき
騎 さん

竹田　竣
しゅんすけ

亮 さん

人生の先輩に質問
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「中山町こども家庭センター」にご相談ください
すべての妊産婦・子育て家庭・こどもを応援します ！

　町では、４月１日から健康福祉課子育て支援グループ内に「中山町こども家庭センター」を設置していま
す。同センターは、すべての妊産婦、子育て世帯、こどもに関する相談支援の窓口です。保健師、助産師、
保育士などさまざまな職種の専門職員が「母子保健」と「児童福祉」の両分野から一体的に支援を行います。
子育て中の悩みなどありましたら、お気軽にご相談ください。

※お問い合わせ先　　中山町こども家庭センター　☎️662-2705
　　　　　　　　　 （保健福祉センター　健康福祉課子育て支援G内）

相談内容に応じて、さまざまな機関と連携・協力して支援します
ひとりで悩まず、お気軽にご相談ください

中山町こども家庭センター

一
体
的
に
支
援

母子保健機能
妊産婦および乳幼児等の実情を把握すると
ともに、妊娠・出産・育児に関する各種の
相談に応じ、必要な情報提供・助言・保健
指導を行います。
(従来の子育て世代包括支援センター業務)

【主な支援】
・母子健康手帳の交付
・妊婦健診
・赤ちゃん訪問
・産後ケア事業
・乳幼児健康診査
・妊娠・育児に関する相談
・不妊治療費助成
・各種教室（パパママ教室、離乳食教室）

など

児童福祉機能
こどもおよび妊産婦の福祉に関し、必要な
実情の把握、情報提供、相談対応並びに調
査・指導などを行い、こどもの健やかな育
成を支援します。
(従来の子ども家庭総合支援拠点業務)

【主な支援】
・家庭での困りごとの相談
・児童虐待に関する相談
・ヤングケアラーに関する相談
・こどもの一時預かり
・ファミリーサポートセンター事業

など

妊産婦 子育て
世帯

こども
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こども家庭センターから　令和 7 年度新規事業のお知らせ

【アプリの主な機能】

①なかやま子育て応援アプリby母子モ（母子手帳アプリ）の配信を開始しました
　７月から中山町版子育て応援アプリの配信を開始しました。子育てに役立つ機能が無料で利用できますの
で、ぜひ紙の母子健康手帳と併せてご活用ください。　　　　　　　

※紙の母子健康手帳の代わりとなるものではありません。

②５歳児健康診査が始まりました
　町では６月から、年度内に５歳になるお子さんを
対象に５歳児健康診査（５歳児健診）を開始しました。
５歳児健診は、小学校入学に向けて子どもの特性に
早期に気づき、適切な相談支援につなげることを目的
としています。
　お子さんが順調に成長・発達しているか確認いただ
くとともに、何か心配していることや困っていること
があれば、健診の機会にぜひご相談ください。

≪令和７年度　５歳児健診日程（９月以降）≫

※年４回開催。対象の方には個別通知でご案内します。

◆こどもの成長記録◆こどもの成長記録
　初めての寝返りなどのイベントを写真付きで残し
たり、妊娠中や産後の赤ちゃんの体重を入力するだ
けでグラフを自動作成したりと、日々の成長を残せ
ます。
　思い出や記録は家族などと共有もできます。みん
なで一緒に成長を見守りましょう。

◆子育て情報配信◆子育て情報配信
　町の子育て支援に関する情報や乳幼児健診の
受け忘れを防ぐリマインド通知などを受け取った
り、町内の子育て関係施設や医療機関を地図で確
認したりできます。

◆予防接種のスケジュール管理◆予防接種のスケジュール管理
　出生日とワクチンの接種日に応じて、最適な
接種日を自動的に表示します。
　接種日が近づくと事前にプッシュ通知でお知ら
せが届くので安心です。

Web版はこちら ＞ URL　https://www.mchh.jp

登
録
方
法

期日 ９月10日(水) 12月3日(水) ３月11日(水)
対象 令和２年７～９月生まれ 令和２年10～12月生まれ 令和3年１～３月生まれ
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健康づくり新規事業健康づくり新規事業ののご紹介ご紹介
１．健康講座
　町民向けに「健康講座」を開催します。今年は3回シリーズで感染症予防や生活習慣病予防など
健康づくりに関する内容を計画しています。興味・関心がある方はぜひご参加ください。

○時　　間：午前10時～11時30分（９時30分開場）
○場　　所：中央公民館　１階大ホール
○対　　象：どなたでも　　　○参加料：無料
○申込方法：電話または二次元コード
※当日参加も可能ですが、質問がある場合は事前にお申し込みください。
※お申し込み先　健康福祉課健康づくりG　☎662－2836
※株式会社バイタルネット共催事業です。

☆�各回当日会場にて先着
50名に《べに花入り
はと麦烏龍茶》をプレ
ゼントします。

　第１部「帯状疱疹ワクチン」
　株式会社バイタルネット　
　営業開発部　部長　薬剤師　崎野　健一先生

　第２部「帯状疱疹を知ろう！」
　山形大学医学部附属病院皮膚科　助教/医局長　齊藤　亨先生

「高血圧の予防と治療について～生活習慣を見直そう～」
　山形大学大学院医学系研究科　公衆衛生学・衛生学講座
　山形大学Well-Being研究所　副所長　教授　今田　恒夫先生

　自覚症状がなくても進行する高血圧について
　病気のリスクや治療のポイントを医師がやさしく解説します

「減塩のススメ～今日から始める減塩生活～」
　認定栄養ケア・ステーション大好物　管理栄養士　矢作　香織先生

【体験ブース】午前９時30分～正午
　・野菜摂取量測定　・血圧測定など
　※どなたでも無料で体験できます！

第１回
10月８日（水）

第２回
１１月１５日（土）

第３回
１２月１３日（土）

お申し込みは
こちら▶︎

お申し込みは
こちら▶︎

お申し込みは
こちら▶︎
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２．推定食塩摂取量検査
　推定食塩摂取量検査は、尿検査により食塩の摂取量を推定する検査です。普段自分がどれくらい
食塩を摂取しているのか、数値で見ることができます。町の健（検）診受診時の尿で検査することが
できますので、生活習慣病予防や普段の食事が気になる方にはおすすめの検査です。

３．こども料理教室
　小学生を対象に、食事の大切さと料理をつくる楽しさを学べる「こども料理教室」を８月15日
に開催しました。当日は５名の児童が参加し、自分だけのオリジナルハンバーガーを楽しみながら
作ることができました。

４．高齢者帯状疱疹予防接種費用の一部助成
　４月１日から、高齢者を対象に帯状疱疹ワクチンの定期接種が開始になり、対象者には、４月に
町から案内通知をお送りしています。町では、対象者に接種費用を一部助成しています。
　対象者、町内接種料金、町助成額などについては、町公式ホームページをご覧ください。

帯状疱疹は、過去に水痘（水ぼうそう）にかかった時に体の中に潜伏した
水痘帯状疱疹ウイルスが再活性化することにより、神経に沿って、典型的には
体の左右どちらかに帯状に、時に痛みを伴う水泡が現れる皮膚の病気です。

⇒ 帯状疱疹ワクチンについて不明な点や気になることがある方は、
　 ぜひ10月８日開催の健康講座（前６ページ参照）にご参加ください。

※お問い合わせ　　健康福祉課健康づくりG　☎６６２－２８３６

◆対　　　象　　20歳以上の方で町の健診を受診する方
◆検 査 方 法　　尿検査
◆自己負担額　　150円　　　　８月末時点116名検査しています

~ 献立 ~
・ハンバーガー　
・フライドポテト
・オレンジゼリー

帯
たいじょうほうしん

状疱疹
とは…
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　世界で認知症の正しい理解が進むよう、国際アルツハイマー病協会と世界保健機関が共同して制定し、
世界各地で啓発活動が行われています。
　認知症は年齢や性別など関係なく誰でもなりうるものです。認知症の有無にかかわらず、住みよい町
づくりに取り組んでいます。

　あてはまる場合、認知機能の低下が始まっているかもしれません。早めに、かかりつけのお医者さんや
地域包括支援センターへ相談しましょう。

□ 物を失くしてしまうことが多くなり、いつも探し物をしている
□ 今まで楽しめていた趣味などが、なぜか楽しめなくなった
□ リモコンや洗濯機などの電化製品の操作が上手くできない
□ 電子レンジで温めたものを入れたままにしている
□ 会話の中で「あれ」「これ」ということが増える
□ 人や物の名前がスムーズに出てこない
□ 些細なことで怒りっぽくなった
□ ぼーっとしていることが多くなった

①生活リズムを整える
　�　朝起きたら朝日を浴びて体内時計をリセットし、食事や睡眠をとる時間を一定にするなど、規則

正しい生活を送りましょう。
②積極的に体を動かす
　�　体を動かすことで、脳への血流が増えて脳細胞の活性化につながると言われています。有酸素運

動(ウォーキングなど体への負荷が弱いもの)を、１日30分以上、週３回以上を目安に運動に取り組
みましょう。町でも、さまざまな事業を実施していますので、ぜひご活用ください。
③栄養バランスよく食べる
　�　塩分や脂質の摂りすぎに注意して、肉や魚、野菜などバランスの取れた食事を心がけましょう。

また栄養不足は体力の低下や、体の老化を進めてしまいますので注意が必要です。家族や友人など
と楽しく食事をすることも効果的です。他にも、お酒の飲む量は、１日に日本酒換算で１合程度に
抑えたり、水分を１日１～１.5リットルを目安に、喉が渇いていなくてもこまめに飲むように心がけ
ることが大切です。
④30分程度の昼寝をする
　�　30分程度の昼寝をすると、アルツハイマー型認知症の予防につながることがわかっています。ただし

１時間以上寝ると逆効果になるため、アラームをかけて寝るなど、長く寝すぎないようにしましょう。
⑤脳に刺激のある生活を送る
　�　１日の終わりに、その日あった出来事などを日記にまとめたり、調理や食事を楽しんだり、趣味活動

を楽しんだりすることで脳にいい刺激が入り、認知症予防に効果的です。また、地区や友人の集まりに
参加しておしゃべりして笑ったり、旅行などを計画するところから楽しんだりすることも大切です。

※�認知症予防は、認知症になるリスクを下げるだけでなく、認知症になっても症状の進行を緩やかに
する効果があると言われています。

～９月は世界アルツハイマー月間です～

★こんなこと、ありませんか？

★認知症予防のポイント★認知症予防のポイント

　　９月21日は世界アルツハイマーデー！
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★町の認知症関係事業

　　９月21日は世界アルツハイマーデー！

✿ オレンジカフェ「ひだまり」✿
　認知症の方やそのご家族、町民の方などを対象に、認知症を気軽に学び、考えて、楽しく交流でき
る場として毎月開催しています。認知症サポーターである専門職員が常駐しているため、どなたでも
安心して参加いただけます。身近な相談先やお出かけ先として、ぜひご活用ください。
【９月～11月の予定】
・９ 月30日(火)　午後２時～３時30分　「耳と認知症」（詳しくは、20ページをご覧ください）
・10月31日(金)　午前10時～11時30分　「散歩deクイズ」
・11月26日(水)　午後１時30分～３時　「介護保険･地域包括支援センターについて」

　※詳しくは各月のお知らせ版や町公式ホームページをご覧ください。

✿ 脳力アップ教室 ✿
　町内にお住まいで運動制限のない65歳以上の方を対象に、全８
回にわたり頭や体の体操や認知症についての講話など、健康運動
指導士などから教わる認知症予防教室です。初回と７回目に簡単
な頭のテストを行ったり、参加者同士お話ししながら体操などを
行ったりするので、どなたでも楽しく取り組めます。
　年２回行っており、次回は令和８年１月９日(金)から２月27日
(金)までの毎週金曜日に実施する予定です。ぜひご参加ください。

✿ 認知症サポーター養成講座 ✿
　認知症を正しく理解し、認知症の方や家族を温かく
見守り支援する「認知症サポーター」を養成しています。
認知症についての正しい知識や声をかける時の方法など、
認知症の方とのかかわり方について学ぶことができます。

✿ 高齢者おかえり支援事業・見守りシール交付事業 ✿
　認知機能の低下などにより、行方がわからなくなるなどのおそれがある高齢者などの情報を事前に
登録し、万が一行方不明などになった時、山形警察署や町、町地域包括支援センターなどが情報を共
有、早期に発見・保護し安全を確保するための事業です。また、高齢者の持ち物や衣類などに、二次
元バーコードを貼りつけ、発見者がスマートフォンでシールのバーコードを読み込み、専用の掲示板
で情報を共有することで、早期発見･保護につなぐ見守りシールの交付も行っています。
※�見守りシールを利用するためには「中山町高齢者おかえり支援事業」への事前の申請･登録手続が
必要です。

✿ 中山町認知症支援ガイド(認知症ケアパス) ✿
　住み慣れた地域で長く過ごすことができるように、さまざまな相談
窓口や活用できるサービスをはじめとして、認知症に関する基礎知識
や認知症予防などに関する情報をまとめたものです。
　各窓口などに設置してあります。ご活用ください。

◎�上記の事業について、詳しくは健康福祉課福祉介護G（☎662－2456）までお気軽にお問い合
わせください。
◎�認知症に関するご相談などは、10ページに掲載されている中山町地域包括支援センターでも受け付け
ています。併せてご覧ください。

この表紙が
目印です!
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高齢者の介護、福祉、認知症などのお悩みは…
「中山町地域包括支援センター」にご相談ください「中山町地域包括支援センター」にご相談ください
　中山町地域包括支援センターは、「高齢者の総合相談窓口」で、主任介護支援専門員や社会福祉士、保健
師などが常駐しており、町内に住む高齢者の皆さんの心身の健康維持、生活を支える拠点です。
　高齢者の方やご家族が安心して暮らせるようにさまざまな相談に応じています。お気軽にご相談ください。

中山町地域包括支援センター（中山ひまわり荘内）
電話　662-6637
住所　大字柳沢2333
時間　午前８時30分～午後５時30分（月曜〜金曜日）

ご近所さんに気になる人がいる。
様子を確認してほしい。

最近忘れっぽくなってきた…
これって認知症？

家族の介護で悩んでいる。
どうすればいいか相談したい。

介護認定を受けた。
サービスを使いたいけれど、
どうすればいい？

忘れっぽくなってきた。
今後のお金や財産の管理が心配…

介護保険の認定を受けるには？

近くに頼れる身内がおらず、
今後が不安…

私たちにご相談ください！私たちにご相談ください！

場所のご案内
　町営バス利用の場合は、「保健福祉センター」で下車。
　南隣の建物です。
　�車でお越しの場合は、「ヤマザワ中山店」より、柳沢方面

へ進み、「中山ひまわり荘」看板を右折してください。

地域の通いの場、支え合いの関係性づくり
生活支援コーディネーターがお手伝いします

※お問い合わせ先　健康福祉課福祉介護G　☎662－2456

　生活支援コーディネーターは、いつまでもいきいきと地域で生活することがで
きるように、さまざまな人や団体と連携しながら、高齢者の困りごとを支援する
支え合いの仕組みづくりをお手伝いします。
　「地区に集まる場所をつくりたい」、「通いの場を行っているところを知りたい」
などのご質問、ご要望がありましたらお気軽にご相談ください。

　【町民の皆さんへ】

生活支援コーディネーター

生
い く の

野　吉
よ し あ き

晃 さん

　皆さんが安心して今お住まいの地域で暮らしていけるよう、支え合いのまち
づくり、地域共生社会の実現に取り組んでいきます。皆さんと一緒に考え、活
動していきますので、ぜひお声がけください。

7.9.157.9.15 10



追悼式の様子

捕球から送球までの動作を指導する様子スタジアムの外周を楽しくウォーキング

　８月１日、中央公民館で戦没者追悼式が開催
され、先の大戦で犠牲になられた464名の方を
追悼しました。
　式には町関係者や遺族の方々が参列し、黙
とうを捧げました。佐藤町長が式辞を述べたの
ち、中山町遺族会の髙橋千藏会長をはじめ、参
列者が追悼の言葉を述べました。続いて若い世
代から町民代表として、平塚奏

か の ん
心さん（高校２

年生・梅ヶ枝町）が「二度と同じ過ちを繰り返さ
ぬよう、私たちは平和への歩みを止めることな
く進んでまいります」と、平和への誓いを新たに
しました。式の最後には参列者が献花を行い、
追悼の意を表しました。

　８月４日から７日にかけて、日本体育大学の女子ソフトボール部が町内施設を利用し合宿を行いました。練習
前の時間を利用し早朝に町民とのウォーキング交流を行い、約50名の町民が選手との交流を楽しみながら汗を
流しました。
　７日にはソフトボール教室が開催され、町内外から小、中、高校生のソフトボール・野球選手約75名が、部員
たちから直接指導を受けました。ヤマリョースタジアム山形の屋内練習場で、それぞれのポジションに分かれて
捕球の練習やトレーニングの方法などを学びました。
　日本体育大学女子ソフトボール部の髙橋流星監督は「少子高齢化で競技人口も減っていますが、高校生は大学
でも、中学生は高校でも続けてもらえると嬉しいです」と話していました。

　昭和44年に実施された県農林水産業基本調査に初めて従事して以
来、56年の長きにわたりさまざまな統計調査の調査員として活動され
た渡邉英一郎さん（小塩）に、山形県統計調査員協議会連合会から
感謝状が贈られました。この表彰は、統計調査に尽力し、特に功績が
あった統計調査員に贈られるものです。渡邉さんの丁寧な対応と、適
正かつ迅速に調査を遂行する姿はほかの調査員の模範となりました。

終戦から80 年　終戦から80 年　平和への願い、次世代へ平和への願い、次世代へ

一歩ずつ上達へ 日体大ソフトボールクリニック開催 日体大ソフトボールクリニック開催

56 年にわたり統計調査に尽力 
渡邉英一郎さんに県統計調査員渡邉英一郎さんに県統計調査員
協議会連合会から感謝状協議会連合会から感謝状

T o p i c s ひまわり広場
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ひまわり広場

２軍公式戦　楽天 vs オイシックス新潟

　プロ野球球団・東北楽天ゴールデンイーグルスの
２軍戦が、８月９日にヤマリョースタジアム山形
（県野球場）で行われました。楽天の試合がスタジ
アムで行われるのは６年ぶりで、オイシックス新潟
アルビレックス・ベースボール・クラブと対戦しま
した。
　試合を盛り上げようと、東北楽天ゴールデンイー
グルス中山町支援本部が中心となり、試合当日の
早朝にスタジアムの椅子の清掃が実施され、約80名
のボランティアが集まり、バックネット裏の席を中心
に雑巾で丁寧に磨きました。参加者には球団から
ユニフォームやグッズが贈られ、試合中、早速着用し選手たちに声援を送りました。
　開会セレモニーでは佐藤町長があいさつし、両球団に町のお酒である「ひまわり娘」と「すもも
ワイン」を贈呈。その後、中山ジュニア野球スポーツ少年団の子どもたちがスターティングキッズ
を務め、先発メンバーと交流しました。始球式では同スポーツ少年団の村井耀

よういちろう

一朗くん（北小路）
が投手を務め、見事なストライクボールに会場から拍手が起こりました。試合は３対２で楽天
の勝利。初回に３点を取り最後まで逃げ切りました。

一席ずつ丁寧に拭くボランティア

入場ゲートで選手とハイタッチ　　　　　入場ゲートで選手とハイタッチ　　　　　

「楽しかった」と話す「楽しかった」と話す
耀一朗くん耀一朗くん

今夜は家族で
芋煮会
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T o p i c s

　各種大会やコンクールが行われ、中山中学校の生徒たちが日頃の練習の成果を発揮してきました。
　それぞれの結果は次のとおりです。

　

�

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
（
中
山
中
・
天
童
一
中
・
天
童
三
中
・

　
天
童
四
中
合
同
チ
ー
ム
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

出
場

　
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
８

　
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
８

　
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
女
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
第
３
位

　
剣
道
男
子　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
８

　
■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

　
〈
男
子
〉

　
志
村　
晃
輔
・
夛
田　
大
空
ペ
ア　
　
　
　
　
　
　
　
出
場

　
〈
女
子
〉

　
菅
野　
紗
羅
・
服
部
あ
か
り
ペ
ア　
　
　
　
　
　
　
第
５
位

　
縄　
美
莉
愛
・
今
井　
優
奈
ペ
ア　
　
　
　
　
　
　
　
出
場

　
浦
山　
華
奈
・
寺
田　
南
奈
ペ
ア　
　
　
　
　
　
　
　
出
場

■
水
泳

　
〈
女
子
〉

　
武
田　
咲
空　
　
50
ｍ
自
由
形　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
ｍ
バ
タ
フ
ラ
イ　
　
　
　
　
出
場

　
庄
司　
咲
良　
　
１
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　
　
　
　
　
出
場

　
井
上　
夏
愛　
　
５０
ｍ
自
由
形　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
位

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　
　
　
　
第
１
位

　
　
　
　
　
　
　
　
４
×
１
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー　
第
３
位

　
井
上　
星
蘭　
　
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　
　
　
第
３
位

　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　
　
　
第
３
位

　
　
　
　
　
　
　
　
４
×
１
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー　
第
３
位

■
剣
道

　
〈
男
子
〉

　
齋
藤　
綜
志　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
１６

■
柔
道

　
〈
男
子
〉

　
鈴
木　
大
翔　
　
50
kg
級　
　
　
　
　
　
　
　
　
ベ
ス
ト
８

　
児
玉
琉
暉
也　
　
60
kg
級　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
場

　
児
玉
悠
暉
也　
　
66
kg
級　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
場

　
菅
野　
紗
羅
・
服
部
あ
か
り
ペ
ア　
　
　
　
　
　
　
　
出
場

　
井
上　
夏
愛　
　
５０
ｍ
自
由
形　
　
　
　
　
　
　
　
第
１
位

　
　
　
　
　
　
　
　
１
０
０
ｍ
自
由
形　
　
　
　
　
　
第
３
位

　
　
　
　
　
　
　
　
４
×
１
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー　
　
出
場

　
井
上　
星
蘭　
　
２
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　
　
　
　
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
４
０
０
ｍ
個
人
メ
ド
レ
ー　
　
　
　
出
場

　
　
　
　
　
　
　
　
４
×
１
０
０
ｍ
フ
リ
ー
リ
レ
ー　
　
出
場

　
井
上　
夏
愛　
　
５０
ｍ
自
由
形　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
場

　
小
編
成
の
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
優
秀
賞

　
小
編
成
の
部　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
銅
賞

中 山 中 学 生 の 活 躍

団 

体
個 
人

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会　
結
果

県
中
学
校
総
合
体
育
大
会　
結
果

東
北
中
学
校
水
泳
競
技
大
会　
結
果

東
北
中
学
校
水
泳
競
技
大
会　
結
果

東
北
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　
結
果

東
北
中
学
校
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会　
結
果

全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会　
結
果

全
国
中
学
校
水
泳
競
技
大
会　
結
果

村
山
地
区
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル　
結
果

村
山
地
区
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル　
結
果

山
形
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル　
結
果

山
形
県
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル　
結
果
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貴重貴重ななご意見ご意見
ありがとうございますありがとうございます

　町には、町民の皆さんなどから、たくさん
のご意見やご要望・ご提案が寄せられま
す。町では、氏名・住所および電話番号の
記載のあるものには、その方へ回答をお返
ししています。また、その記載がなくても、
そのご意見に対して町での対応をまとめ
ています。
　今回は令和7年4月から６月までにいた
だいたご意見と町の回答を、一部抜粋・
要約して掲載します。
　次回は１２月号に掲載する予定です。

町
民
の
居
場
所
づ
く
り

に
つ
い
て

Q　
高
齢
者
の
ク
ラ
ブ
活
動
や

サ
ー
ク
ル
活
動
な
ど
を
行
え
る
高

Q　
国
道
１
１
２
号
線
山
形
中
山

道
路
工
事
を
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
、
洪

水
時
の
避
難
経
路
の
確
保
お
よ
び
防

波
堤
の
役
割
の
た
め
、
現
１
１
２
号

線
の
嵩
上
げ
を
強
く
要
望
す
べ
き
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、
最
上

川
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
併
せ
て
、

町
か
ら
河
道
掘
削
の
要
望
は
し
て
い

る
の
で
し
ょ
う
か
。

🄰　
国
道
１
１
２
号
「
山
形
中
山

道
路
」
は
第
一
次
緊
急
輸
送
道
路

と
し
て
の
位
置
づ
け
の
ほ
か
、
広

域
避
難
な
ど
に
お
け
る
基
幹
道
路

Q　
道
路
に
進
入
す
る
際
、
雑
草

の
背
が
高
す
ぎ
て
視
界
不
良
で
す
。

事
故
が
起
き
る
前
に
対
策
を
し
て

ほ
し
い
で
す
。

🄰　
町
道
の
草
刈
り
に
つ
い
て
は
、

５
月
中
旬
お
よ
び
８
月
下
旬
～
９

月
上
旬
を
目
安
に
現
状
を
確
認
し

な
が
ら
年
２
回
実
施
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
国
道
や
県
道
に
つ
い
て

も
、
各
道
路
管
理
者
で
適
宜
草
刈

り
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
が
、

視
界
不
良
箇
所
の
情
報
が
ご
ざ
い

ま
し
た
ら
、
町
で
各
道
路
管
理
者

に
情
報
提
供
し
ま
す
。

（
担
当　
建
設
課
）

道
路
の
草
刈
り
に
つ
い
て

Q　
防
災
行
政
無
線
の
音
量
が
低

く
て
聞
こ
え
ま
せ
ん
。
重
要
な
用

件
は
２
、
３
回
伝
え
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。
重
要
な
お
知
ら
せ
が

何
を
言
っ
て
い
る
の
か
さ
っ
ぱ
り

わ
か
ら
な
い
の
で
検
討
し
て
ほ
し

い
で
す
。

🄰　
放
送
方
法
に
つ
い
て
調
査
、

研
究
し
て
い
ま
す
が
、
防
災
行
政

無
線
の
屋
外
拡
声
子
局
（
屋
外
ス

ピ
ー
カ
ー
）
に
よ
る
音
声
が
聞
き

取
り
に
く
い
場
合
、
放
送
さ
れ
た

内
容
を
自
宅
で
確
認
で
き
る
戸
別

受
信
機
の
貸
与
を
行
っ
て
い
ま
す

の
で
、
ご
活
用
く
だ
さ
い
。
な
お
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
（
イ
ン

フ
ォ
カ
ナ
ル
）
で
も
同
様
の
情
報

を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
か
、

放
送
を
聞
き
逃
し
て
も
、
専
用
ダ

イ
ヤ
ル
（
☎︎
６
６
３
‐
３
５
８
５
）

で
放
送
さ
れ
た
内
容
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
（
担
当　
総
務
広
報
課
）

防
災
行
政
無
線
に
つ
い
て

水
害
対
策
に
つ
い
て

齢
者
の
居
場
所
は
、
中
央
公
民
館

だ
け
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
他
市
町
村
で
は
、
自
由

に
出
入
り
で
き
る
施
設
が
各
地
に

あ
り
ま
す
。
町
民
の
た
め
に
居
場

所
づ
く
り
に
励
ん
で
い
た
だ
き
た

い
で
す
。

🄰　
居
場
所
づ
く
り
に
つ
い
て
は

さ
ま
ざ
ま
な
形
態
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
中
で
介
護
保
険
の
「
通
所

サ
ー
ビ
ス
Ｂ
」
と
い
う
方
式
が
あ

り
、
町
内
に
も
こ
の
方
式
で
高
齢

者
の
居
場
所
、
通
い
の
場
と
し
て

運
営
し
て
い
る
団
体
が
い
く
つ
か

あ
り
ま
す
。
こ
の
方
式
は
、
住
民

主
体
で
実
施
す
る
の
が
前
提
と
な

り
ま
す
が
、
町
の
補
助
金
や
相
談

窓
口
と
し
て
の
「
生
活
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
を
ご
活
用
い
た

だ
け
ま
す
。

　
居
場
所
づ
く
り
を
開
催
す
る
場

所
、
施
設
に
つ
い
て
、
町
が
保
有

す
る
施
設
は
そ
の
施
設
の
目
的
や

用
途
が
条
例
な
ど
で
規
定
さ
れ
て

い
た
り
、
町
と
し
て
想
定
す
る
施

設
の
活
用
方
法
が
あ
っ
た
り
す
る

た
め
、
ご
希
望
に
添
え
な
い
場
合

が
あ
り
ま
す
。「
通
い
の
場
」
と

し
て
は
、
補
助
や
町
の
相
談
窓
口

を
活
用
い
た
だ
き
な
が
ら
、
民
間

の
空
き
家
や
空
き
店
舗
の
利
用
に

つ
い
て
も
、ぜ
ひ
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

(

担
当　
健
康
福
祉
課
）

と
し
て
重
要
性
が
一
層
高
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
年
度
も
国
土

交
通
省
に
対
し
、
着
実
な
事
業
の

推
進
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ
て
い

ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
に

よ
る
被
害
を
契
機
と
し
て
、
毎
年

度
、
国
土
交
通
省
に
対
し
要
望
を

続
け
て
お
り
、
今
年
度
も
、
最
上

川
の
河
道
掘
削
な
ど
が
盛
り
込
ま

れ
て
い
る
「
令
和
２
年
７
月
豪
雨

を
踏
ま
え
た
最
上
川
中
流
・
上
流

緊
急
治
水
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
更

な
る
推
進
に
つ
い
て
要
望
を
行
っ

て
い
ま
す
。（

担
当　
総
合
政
策
課
）
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柏
倉
南
邸
は
、
天
明
２
年
（
１
７
８
２
年
）、
岡
地
区
の
柏
倉
九
郎
兵
衛
家
に

生
ま
れ
、
通
称
敏
、
の
ち
良
達
と
も
称
し
、
６
代
目
柏
倉
九
郎
兵
衛
を
襲
名
し
ま

し
た
。

　
は
じ
め
、
細ほ

そ
い井
平へ

い
し
ゅ
う洲
の
櫻
鳴
館
に
学
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
ま
す
が
、
詳
し
い
事
情

は
わ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。
後
に
、
仙
台
瑞
鳳
寺
住
職
の
南
山
禅
師
に
つ
い
て
漢
学

と
書
法
を
学
び
ま
し
た
。
南
邸
の
号
は
師
の
一
字
を
許
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　
天
保
４
年
（
１
８
３
３
年
）、
師
の
允
可
を
受
け
て
帰
郷
し
ま
し
た
。
同
６
年

（
１
８
３
５
年
）
に
、
前
柴
橋
代
官
池
田
仙
九
郎
の
永
年
の
治
績
を
記
念
し
、
日

和
田
村
（
現
寒
河
江
市
日
和
田
）
に
頌
徳
碑
を
建
立
す
る
こ
と
と
な
り
、
南
邸
は

碑
文
の
揮
毫
を
依
頼
さ
れ
て
い
ま
す
。
当
時
、
南
邸
の
名
声
は
高
く
、
村
山
地
方

随
一
の
書
家
と
評
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
南
邸
の
遺
墨
に
は
、
岡
観
音
堂
の
幟
や
小

塩
地
内
の
大
神
宮
碑
な
ど
が
あ
り
、
大
文
字
の
跡
が
見
事
で
す
。

　

画
家
の
西
塔
太
原
と
も
親
交
が
厚
く
、
と
も
に
安
政
年
間
の
「
最
上
十
狂
」

（
10
人
の
達
人
の
意
）
の
一
人
と
称
さ
れ
ま
し
た
。
嘉
永
７
年
（
１
８
５
４
年
）、

74
歳
で
亡
く
な
り
ま
し
た
。

【
語
句
の
説
明
】

細
井
平
洲
：
享
保
13
年
（
１
７
２
８
年
）
に
尾
張
国
知
多
郡
平
島
村
（
愛
知
県
東

海
市
）
平
洲
村
に
農
家
の
次
男
坊
と
し
て
生
ま
れ
た
。
江
戸
時
代
の
儒
学
者
。
名

は
徳
民
、
字
は
世
馨
、
号
を
平
洲
・
如
来
山
人
、
通
称
は
甚
三
郎
、
別
称
を
紀
平

洲
な
ど
と
称
し
た
。
名
古
屋
に
出
て
、
中な

か
に
し西
淡た

ん
え
ん淵
に
学
び
、
長
崎
に
遊
学
の
後
、

江
戸
へ
出
て
、
私
塾
「
櫻
鳴
館
」
を
開
き
、
多
く
の
人
材
を
育
て
る
と
と
も
に
、

中
国
の
古
い
書
物
を
研
究
し
、
学
者
と
し
て
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
実
学
を

重
ん
じ
、
経
世
済
民
（
世
を
治
め
、
民
の
苦
し
み
を
救
う
こ
と
）
を
目
的
と
し
た

彼
の
教
え
は
、
全
国
各
地
の
大
名
か
ら
一
般
庶
民
ま
で
幅
広
い
層
の
心
を
と
ら
え

た
。
明
和
元
年
（
１
７
６
４
年
）、
米
沢
藩
中
興
の
祖
と
言
わ
れ
る
上
杉
鷹
山
の

師
と
し
て
迎
え
ら
れ
、
藩
学
興
譲
館
を
興
し
て
士
風
を
振
興
し
た
。

遺
墨
：
故
人
が
書
き
残
し
た
書
画
。

※
引
用　
中
山
町
史　
中
巻　
第
10
章
第
３
節　
文
芸
と
美
術
工
芸

第218話  美術と工芸　郷土の書家第218話  美術と工芸　郷土の書家

　おかげさまです。先月は山形花笠まつりに『中山町わくわく花笠隊』の皆
さんと参加させていただき、小学生やそのお母さんたちから元気をもらい、ど
しゃ降りの中でも楽しく踊りました。またお盆の時期もあってか、何度か夜空
に上がる花火を観ることができました。盆地という地形は遠くまで見渡せる
からでしょうか？ラッキーでした。来年は事前に県内各地の花火大会情報を
得て、会場の近くまで行って観賞したいと思います。
　熱い高校野球シーズンを終えて、研究開発している商品も次のステージへ
進めています。山形県の食文化を参考に、より美味しくするための失敗を繰り
返し、先輩方のアドバイスをいただきながら試行錯誤しています。だんだん季節
が変わってきて皆さんとの会話でも『芋煮』の話題が出てきます。図々しい私は
皆さんから里芋のいろいろな美味しい食べ方を伝授していただいています。
　今年も【元祖“全国”芋煮会㏌中山2025】で『未来の芋煮レシピコンテスト』
が開催されます。今年のレシピの条件に『中山町らしさ』がありました。中山町
らしさとは……どんなレシピが入選するのかワクワクしますね。

私たち地域おこし協力隊です！  No.84

●協力隊への問い合わせ先●　阿部 ☎662-4271（総合政策課）

阿部美恵子
出身地：栃木県鹿沼市
趣　味：高校野球観戦

T o p i c s ひまわり広場
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ひまわり広場

ご寄附ありがとうございますご寄附ありがとうございます
●株式会社バイタルネット山形支店（吉田隆支店長）か
ら、「健康講座などの開催にあたり、参加者の健康づくり
にご活用ください」と、べに花入りはと麦烏龍茶240本が
寄附されました。いただいた飲料は寄附者の意向を踏ま
え、健康講座（６ページをご覧ください）や町の保健事業
などで活用させていただきます。

●「芋煮会発祥の地」に関心を持った伊藤留理子さん（最上町）から、「町のためにお使いください」と、
現金５千円が寄附されました。いただいた寄附金は町の更なる発展のため、大切に使用させていただき
ます。

　10月17日から20日にかけて、日本体育大学集団行動の合宿が総合体育館で行われます。監督の
大海二朗さんと、学生代表の杉山莉緒さんからメッセージが届きました。

※スケジュールや体験会などの詳細は、挟み込みのチラシまたは町公式ホームページをご覧ください。
※お問い合わせ先　教育課生涯学習Ｇ　☎６６２-２２３５

日本体育大学 集団行動が中山町へやってくる！
―― なかやま合宿開催まであと１か月 ――

　中山町で集団行動の合宿を行わせていただけますこと、とても嬉しくまた心より感謝申し
上げます。
　学生たちは「昨年度の自分たちを越えていく」ことを目標として、真摯に取り組んでいます。
その学生たちの一挙手一投足、表情、息遣い、靴音など映像では伝わらない思いなどをぜひ
ライブで感じていただきたく思います。　　　　　日本体育大学集団行動監督　大海　二朗

　私たち日本体育大学集団行動は、一歩一歩に想いを込め、心を
一つに一糸乱れぬ動きに全力で挑みます。研ぎ澄ました集中で、
山形に極限の緊張と学生らしい情熱を届けます。

学生代表　保健医療学部救急医療学科４年　杉山　莉緒
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T o p i c s

地震への対策を学びました

講座の様子

戸籍のまどぐち（8月分）

まちの人口（8月末現在）
人　口 10,301人  （前月比－2人）

世帯数    3,777世帯（前月比+3世帯）

人の動き

（男 5,065人、女 5,236人）

出生
死亡

転入
転出

4
12

17
11

人
人

人
人

「
く
ら
し
」を
つ
く
る

　

戦
後
10
数
年
後
に
生
ま
れ
た
私
は
、
高

度
経
済
成
長
の
中
で
育
ち
、
気
づ
け
ば
、

私
た
ち
の
生
活
は
ま
す
ま
す
便
利
に
な
り
、

多
く
の
物
が
店
頭
で
買
え
る
世
の
中
に
な
り

ま
し
た
。
私
同
様
、
そ
ん
な
思
い
の
町
民
の
皆
さ
ん

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
食
料
品
、
雑
貨
、

衣
料
品
に
文
房
具
。
私
た
ち
の
生
活
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
す
が
、
こ
れ
ら
は
私
た
ち
の
「
く
ら
し
」
そ

の
も
の
で
は
な
く
、
私
た
ち
の
「
く
ら
し
」
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
く
れ
る
便
利
グ
ッ
ズ
な
の
で
す
。

　

そ
し
て
、
家
族
が
衣
食
住
を
と
も
に
す
る
家
は
、

各
家
庭
の
「
く
ら
し
」
の
基
盤
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
「
く
ら
し
」
の
基
盤
を
店
頭
の
棚
か
ら
商
品
を

選
ぶ
よ
う
な
短
期
的
な
買
い
物
に
し
て
し
ま
う
の
で

は
な
く
、
長
期
的
な
視
点
で
考
え
る
べ
き
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
家
は
雨
風
や
暑
さ
か
ら
身
を
守
る
単

な
る
建
物
で
は
な
く
、
家
族
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
や

価
値
観
を
反
映
す
る
場
所
で
あ
り
、
住
む
人
の
ニ
ー

ズ
や
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
が
詰
め
込
ま
れ
た
憩
い
の
空

間
な
の
で
す
。
新
築
の
家
だ
け
で
は
な
く
、
古
い
建

物
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
て
造
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

自
分
ら
し
い
家
を
家
族
皆
で
つ
く
る
こ
と
は
、
「
く

ら
し
」
づ
く
り
の
基
本
だ
と
思
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
昨
年
か
ら
中
山
町
に
暮
ら
し
な
が
ら
感

じ
て
い
る
、
町
の
「
良
い
と
こ
ろ
」
「
改
善
が
必
要

な
と
こ
ろ
」
「
期
待
し
た
い
と
こ
ろ
」
な
ど
を
聞
い

て
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
得
た
意
見
の
中
で
最
も
多

く
上
が
っ
た
「
な
ぜ
？
」
を
集
め
て
「
な
ぜ
な
ぜ
大

会
議
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
後
は
、
住
民
皆
さ
ん

で
考
え
た
改
善
策
を
町
づ
く
り
に
活
か
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
多
面
的
で
複
雑
な
プ
ロ
セ
ス

を
経
て
、
感
情
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
将
来
の
視
点

を
考
慮
し
て
進
め
ら
れ
る
町
づ
く
り
は
、
私
た
ち
皆

が
各
家
庭
で
行
っ
て
い
る
「
く
ら
し
」
づ
く
り
の
延

長
線
上
に
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

中
山
町
長　

佐
藤
　
俊
晴

地震対策は万全に
木造住宅の耐震に関する
出前講座を開催
　７月19日に開催された達磨寺・向新田自主防災会
主催による防災訓練の中で、県と町による木造住宅
の耐震に関する出前講座を開催しました。
　出前講座には約100名が参加し、県から地震発生
のメカニズムや住宅耐震化の意義、各種減災対策の
紹介と、町からは住宅耐震化に係る各種補助制度を
案内しました。改めて地震の危険性や予防策を知っ
てもらうことで、防災意識の醸成を図る機会となり
ました。
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※本文中の「G」は「グループ」を省略したものです。

Ｎ
Ａ
Ｋ
Ａ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ　
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ　
Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ
版

№1481

　
令
和
８
年
度
に
町
立
な
か
や
ま
保
育
園
ま

た
は
学
校
法
人
長
崎
児
玉
学
園
ぴ
ー
す
こ
ど

も
園
の
利
用
を
新
規
で
希
望
す
る
方
は
、申

込
書
類
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、証
明
書
な

ど
の
必
要
書
類
を
添
え
て
申
し
込
ん
で
く
だ

令
和
８
年
度
保
育
所
等
の

利
用
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
子
育
て
支
援
Ｇ

☎
６
６
２
‐
２
７
０
５

さ
い
。

　
申
込
書
類
は
、保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
、町
立

な
か
や
ま
保
育
園
、役
場
総
合
窓
口
で
配
布

し
て
い
ま
す
。ま
た
、町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
も
で
き
ま

す
。

●
受
付
日
時　
10
月
30
日（
木
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
３
時

※お問い合わせ先　住民税務課税務Ｇ ☎６６２－２１１２

①国民健康保険税　　　　第３期　　②介護保険料　　第３期　　　　　　　
③後期高齢者医療保険料　第３期
　納付書に記載された期間内であれば、コンビニエンスストアで納付でき
ます。①のみ納付書に記載された期間内であれば、二次元コードで納付
できます。

納期限　９月30日（火）

今 月 の 納 税 等

　
ご
み
の
野
焼
き
は
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど

の
有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
、
甚
大
な
健
康
被
害

を
招
く
危
険
性
が
あ
る
ほ
か
、
悪
臭
・
煙
害
・

火
災
な
ど
で
地
域
住
民
の
方
々
に
迷
惑
を
か
け

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
（
近
年
、
全
国
的
に
野
焼

き
が
原
因
と
見
ら
れ
る
火
災
が
多
発
し
て
お

り
、
更
な
る
注
意
が
必
要
で
す
）。

　
不
適
正
な
焼
却
行
為
は
「
廃
棄
物
の
処
理
及

び
清
掃
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
り
、
原
則
禁
止

さ
れ
て
い
ま
す
。
違
反
す
る
と
５
年
以
下
の
懲

役
、
１
０
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
の
い
ず
れ

か
、
ま
た
は
両
方
に
科
せ
ら
れ
ま
す
。

　
次
に
よ
る
焼
却
は
、
例
外
と
し
て
扱
わ
れ
ま

す
が
、
生
活
環
境
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
場
合
は

焼
却
を
中
止
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
①�

農
業
、
林
業
を
営
む
た
め
に
や
む
を
得
な

ご
み
の
野
焼
き
は

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
住
民
税
務
課
住
民
Ｇ  

☎
６
６
２‐２
１
１
３

い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る
廃
棄
物
の
焼
却

　
②�

日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
通
常
行
わ
れ
る

廃
棄
物
の
焼
却
で
あ
っ
て
軽
微
な
も
の

　
③�

風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行

う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却

　
④�
国
ま
た
は
地
方
公
共
団
体
が
そ
の
施
設
の

管
理
を
行
う
た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の

焼
却

　
や
む
を
得
ず
、
野
焼
き
禁
止
の
例
外
と
し
て

焼
却
を
行
う
場
合
は
次
の
こ
と
を
厳
守
し
て
く

だ
さ
い
。

　
①�

近
所
の
理
解
を
得
て
、
煙
の
量
や
に
お
い

が
近
所
迷
惑
に
な
ら
な
い
程
度
の
少
量
に

と
ど
め
て
く
だ
さ
い
。

　
②�

風
向
き
、
風
の
強
さ
、
夜
間
な
ど
時
間
帯

を
考
慮
し
て
く
だ
さ
い
。

　
③�

火
災
に
十
分
に
注
意
し
て
、
鎮
火
す
る
ま

で
そ
の
場
を
離
れ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

　
④�

焼
却
が
認
め
ら
れ
る
場
合
で
も
、「
火
災

と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
又
は
火
災
を
発
す
る

お
そ
れ
の
あ
る
行
為
の
届
出
書
」
の
提
出

が
必
要
で
す
（
位
置
図
な
ど
を
付
け
、
山

形
市
西
消
防
署
天
神
町
出
張
所
へ
届
出

を
し
て
く
だ
さ
い
）。
な
お
、
消
防
署
へ

の
届
出
は
焼
却
行
為
を
許
可
す
る
も
の

で
は
な
く
、
火
災
と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
行

為
を
消
防
署
が
把
握
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。

※�

悪
臭
・
煙
害
・
火
災
の
お
そ
れ
な
ど
、
迷
惑

と
な
る
ご
み
の
野
焼
き
を
発
見
し
た
際
は
、

住
民
税
務
課
住
民
Ｇ
（
生
活
環
境
担
当
）
ま

で
ご
連
絡
い
た
だ
け
れ
ば
、
状
況
確
認
し
た

う
え
で
指
導
な
ど
を
行
い
ま
す
。
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年金生活者支援給付金制度について
　年金生活者支援給付金は、公的年金などの収入やその他の所得額が一定基準額以下の年金受給者の
生活を支援するために、年金に上乗せして支給されるものです。
●対象　　
　【老齢（補足的老齢）年金生活者支援給付金】　給付額は保険料納付済期間などに応じて算出
　①65歳以上で、老齢基礎年金を受けている。
　②請求される方の世帯全員の市町村民税が非課税となっている。
　③前年の年金収入額とその他の所得額の合計が889,300円以下である。　
　※①～③すべてを満たす方
　【障害年金生活者支援給付金】　給付額：障害等級１級　6,813円（月額）　障害等級２級　5,450円（月額）
　①障害基礎年金を受けている。
　②前年の所得額が「4,721,000円+扶養親族の数×38万円」以下である。
　※①～②すべてを満たす方
　【遺族年金生活者支援給付金】　給付額：5,450円（月額）
　①遺族基礎年金を受けている。　
　②前年の所得額が「4,721,000円+扶養親族の数×38万円」以下である。　
　※①～②すべてを満たす方
年金生活者支援給付金を受け取るには
◆新たに年金生活者支援給付金をお受け取りいただける方
　�　お受け取りの対象になる方には、日本年金機構から９月２日以降順次、請求可能な旨のお知らせを
送付します。同封のはがき（年金生活者支援給付金請求書）に記入し提出してください。はがきに記載
している期限までに請求書が届くようにご提出いただけなかった場合も手続きは可能です。ただし、
令和８年１月５日までに請求書が届かなかった場合、請求した月の翌月分からのお支払いとなり、
令和７年10月分から令和８年１月分までの年金生活者支援給付金を受け取れません。

◆年金を受給しはじめる方
　　年金の請求手続きと併せて年金事務所または役場で請求手続きをしてください。
　　※支給要件を満たす場合、２年目以降のお手続きは原則不要となります。
　
　　※お問い合わせ先　　　 給付金専用ダイヤル　　☎０５７０－０５－４０９２（ナビダイヤル）
　　　　　　　　　　　　　住民税務課住民Ｇ　　　☎６６２－２５９３

年金生活者支援給付金制度について

●
受
付
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
検
診
ホ
ー
ル

●�

入
所
基
準　
町
内
に
住
所
が
あ
る
児
童
の　

保
護
者
な
ど（
父
母
、同
居
す
る
65
歳
未
満

の
祖
父
母
な
ど
も
含
む
全
員
）が
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
た
め
、そ
の
児
童
を

保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
認
め
ら
れ

る
場
合
。

　
①�

お
お
む
ね
月
64
時
間
以
上
就
労
し
て
い

る

　
②�

疾
病
や
負
傷
、ま
た
は
精
神
や
身
体
に

障
が
い
が
あ
る

　
③
家
族
の
看
護
や
介
護
を
し
て
い
る

　
④
災
害
な
ど
の
た
め
保
育
が
で
き
な
い

　
⑤
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
直
後
で
あ
る

　
⑥
求
職
活
動
中
で
あ
る

　
⑦
就
学
中
で
あ
る

※�

各
施
設
の
保
育
内
容
に
つ
い
て
は
、申
込

書
と
一
緒
に
配
布
す
る
書
類
ま
た
は
町
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※�

令
和
８
年
度
の
途
中
か
ら
利
用
を
希
望
す

る
方
も
、前
記
受
付
日
時
に
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。出
生
前
の
申
し
込
み
は
受
け

付
け
て
い
ま
せ
ん
が
、出
生
前
で
あ
っ
て

も
、令
和
８
年
度
の
途
中
か
ら
入
所
を
希

望
す
る
方
は
、随
時
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ

「
ひ
だ
ま
り
」を
開
催
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
福
祉
課
福
祉
介
護
G

☎
６
６
２
‐
２
４
５
６

●
日
時　
９
月
30
日（
火
）　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

●
場
所　
中
央
公
民
館
２
階　
第
２
研
修
室

●
内
容　
「
耳
と
認
知
症
」　　
　

　
講
師
：
言
語
聴
覚
士　
梁
瀬
文
子
氏

　

実
は
耳
と
認
知
症
に
は
深
い
関
係
が
あ

り
、認
知
症
予
防
に
は
聴
力
低
下
予
防
が
重

要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。聴
力
と
認
知
症
の

関
係
に
つ
い
て
一
緒
に
学
ん
で
み
ま
せ
ん

か
？

●�

対
象　

認
知
症
の
方
や
ご
家
族
、認
知
症　

に
関
心
の
あ
る
方
ど
な
た
で
も

●
参
加
費　
無
料

●
申
込
締
切　
９
月
24
日（
水
）　

※�

申
込
優
先
で
す
が
、飛
び
入
り
参
加
も
で　

き
ま
す
。お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　下記の日程で、羽前長崎駅西口自転車置場の整備工事を実施します。
　工事に伴い、騒音・振動・歩道規制など、大変ご迷惑とご不便をおかけしますが、工事完了までご理解と
ご協力をお願いします。
●期　　間　10 月上旬～ 12 月下旬
●時　　間　午前８時 30 分～午後５時
●工事箇所　�図のとおり（歩道の半分ほどがバリ

ケードにより通行不可）
●内　　容　自転車置場の整備工事
●発 注 者　中山町
●施工業者　株式会社　沖津組

●そ の 他　・�天候などにより日程を変更する場合
があります。

　　　　　　・�工事内容により作業時間が前後する可能性があります。
　　　　　　・工事について気付いた点や不都合な点がありましたら、発注者か施工業者までご連絡ください。

※お問い合わせ先　総合政策課まちづくり推進Ｇ　☎６６２－４２７１
　　　　　　　　　株式会社　沖津組　☎６６２－２２１９

羽前長崎駅西口自転車置場の整備工事を実施します

　聴覚や言語に障がいのある方や、加齢などにより会話が聞き取りにくくなった方、外国人の方との
コミュニケーションを円滑にするため、健康福祉課（保健福祉センター）窓口において、会話の内容を
即時に文字で表示したり、多言語に翻訳したりする「字幕表示システム」を導入しました。音声または
キーボードで入力された言葉を字幕化し、スクリーンに表示することができます。
　さまざまな手続きなどの際、会話が聞き取れず不安を感じる方は、窓口にてお気軽に職員にお声がけ
ください。

職員と来庁者の方の
間に設置されたスク
リーン（透明なアクリ
ル板）に字幕が表示さ
れます。

※お問い合わせ先　健康福祉課福祉介護Ｇ　☎６６２－２６７３

健康福祉課窓口に字幕表示システムを導入しました健康福祉課窓口に字幕表示システムを導入しました

工事現場工事現場
（通行不可）（通行不可）

通行可→通行可→
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町
の
地
域
ス
ポ
ー
ツ
振
興
の
た
め
に
一
緒

に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

●
業
務
内
容　
（
①
も
し
く
は
②
）

　
①�

運
動
指
導
を
中
心
と
し
た
ク
ラ
ブ
事
業

の
運
営

　
②
経
理
事
務
ほ
か
ク
ラ
ブ
窓
口
業
務

●�

勤
務
時
間　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

30
分
、午
後
１
時
～
10
時
の
変
則

●
勤
務
場
所　
総
合
体
育
館
内

●
休
日　
毎
週
月
曜
日
ほ
か
１
日

（
週
休
２
日
制
）

●
賃
金　
月
額
20
～
25
万
円

●
募
集
人
数　
１
名（
年
齢
不
問
）

●
応
募
要
件（
資
格
等
）

　
・�初
級
の
パ
ソ
コ
ン（
Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ・Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
）

操
作
で
き
る
方

　
・自
動
車
運
転
免
許
を
持
つ
方

●
選
考
方
法・ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル　

　

�

書
類
審
査・
面
接（
11
月
中
）、合
否
通
知

（
12
月
上
旬
）、勤
務
開
始（
令
和
８
年
１
月

以
降
）

●�

応
募
方
法　
履
歴
書
を
10
月
31
日（
金
）ま

で
に
総
合
体
育
館
内
ク
ラ
ブ
事
務
局
へ
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

中
山
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

正
規
職
員
を
募
集
し
ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
中
山
総
合
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

☎
６
６
４‐２
０
６
５

　

教
育
委
員
会
で
は
、児
童・
生
徒
数
の
減

少
や
学
校
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ
り
、将

来
の
学
校
の
あ
り
方
に
つ
い
て
検
討
す
る

た
め
、令
和
５
年
度
か
ら「
中
山
町
学
校
の

将
来
構
想
検
討
委
員
会
」を
設
置
し
、協
議

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。こ
の
度
、検
討
委
員

会
で
話
し
合
わ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、町
民

の
皆
さ
ん
に
向
け
て
説
明
会
を
開
催
し
ま

す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時・場
所　

　
①�

10
月
４
日（
土
）午
後
６
時
～
７
時
30
分

長
崎
小
学
校
体
育
館

　
②�

10
月
５
日（
日
）午
後
６
時
～
７
時
30
分

豊
田
小
学
校
体
育
館 

　
③
10
月
13
日（
月・祝
）

　
　
　
　
　
　
　
　
午
後
６
時
～
７
時
30
分

中
山
中
学
校
体
育
館

●�

対
象　

町
内
在
住
の
方（
学
区
関
係
な
く

参
加
で
き
ま
す
）。

●�

申
込
方
法　
電
話
ま
た
は
二
次
元
コ
ー
ド

か
ら
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※�

開
催
日
３
日
前
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い（
当
日
参
加
も
可
能
で
す
）。

※�

今
後
、町
の
将
来
の
学
校
の
あ
り
方
に
関

「
中
山
町
の
将
来
の
学
校
に

つ
い
て
」説
明
会
を
開
催
し

ま
す

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
学
校
教
育
Ｇ☎６

６
２‐５
４
８
４

　
籐
を
使
っ
て
お
つ
ま
み
皿
、手
つ
き
カ
ゴ
、

バ
ケ
ツ
形
の
カ
ゴ
を
作
り
ま
す
。

●�

日
時　

全
５
回　
10
月
10
日（
金
）、24
日　

（
金
）、11
月
７
日（
金
）、28
日（
金
）、12
月　

５
日（
金
）　い

ず
れ
も
午
前
９
時
～
11
時
30
分

●
場
所　
中
央
公
民
館　
第
１
研
修
室

●
講
師　
戸
田
貞
子
氏

●
募
集
人
数　
10
名（
先
着
順
）

●
費
用　
全
５
回
分　
３
０
０
０
円

●�

申
込
方
法　
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ　

い
。

籐
を
使
っ
た
も
の
づ
く
り
教
室

参
加
者
募
集

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
生
涯
学
習
Ｇ☎６

６
２‐２
２
３
５

　
株
式
会
社
村
山
コ
ン
ポ
ス
ト
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー
で
は
、山
辺
町
大
字
北
山
字
松
山

地
内
に
お
け
る
管
理
型
最
終
処
分
場
の
増
設

計
画
に
つ
い
て
、山
形
県
環
境
影
響
評
価
条

例
の
規
定
に
基
づ
き
、周
辺
地
域
で
環
境
影

響
評
価
方
法
書
の
縦
覧
お
よ
び
説
明
会
を
行

い
、環
境
保
全
の
見
地
か
ら
の
意
見
を
受
け

付
け
ま
す
。

【
縦
覧
】

●
期
間　
９
月
18
日（
木
）～
10
月
20
日（
月
）

●�

場
所　
株
式
会
社
村
山
コ
ン
ポ
ス
ト
リ
サ

イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー（
山
辺
事
業
所
）、役
場

住
民
税
務
課

●�

提
出
方
法　

氏
名
、住
所
、電
話
番
号
、ご

意
見
な
ど
を
記
入
し
、縦
覧
場
所
に
設
置

の
意
見
箱
に
投
函
、ま
た
は
郵
送
に
よ
り

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
説
明
会
】

●
日
時　
10
月
15
日（
水
）午
前
10
時
～

●
場
所　
山
辺
町
中
央
公
民
館

※�

詳
細
に
つ
い
て
は
、問
い
合
わ
せ
先
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

「（
仮
称
）松
山
処
分
場
第
三

期
整
備
事
業（
管
理
型
最
終
処

分
場
の
増
設
）」環
境
影
響
評

価
方
法
書
の
縦
覧
に
つ
い
て

※
お
問
い
合
わ
せ
先

　
株
式
会
社
村
山
コ
ン
ポ
ス
ト
リ
サ
イ
ク
ル

セ
ン
タ
ー（
松
田
） 

☎
６
８
７
‐
０
７
５
１

☎
０
９
０
‐
２
７
９
８
‐
８
１
６
８

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。詳
し
い
内
容
は
10
月
１
日
号
の
お

知
ら
せ
版
の
折
り
込
み
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

説明会申込コード
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これからの季節は暗くなるのが
どんどん早くなります

秋の交通安全町民運動
実施期間　９月21日（日）～30日（火）

献血にご協力を
　　 　お願いします

場　所 時　間
保健福祉センター 午前９時30分～11時30分

役場 午後１時30分～３時30分

　下記の日程で町内に献血バスが来ます。400ml
のみの受付です。提供された血液から輸血用血液
製剤や血漿分画製剤がつくられ、病気やけがの患
者さんの治療に使用されています。血液は人工的
につくることができず、長い期間保存することも
できません。医療機関に安定的に血液製剤を届ける
ために、ぜひとも皆さんのご協力をお願いします。
●日程　10 月２日（木）

◎歩行者のみなさん
　暗くなってから外に出るときは、明るい色の
服と「ピカピカ光る反射材」をしっかり着用しま
しょう。
◎ドライバーのみなさん
　午後４時からのヘッドライト早め点灯（スマー
トライトＰＭ４）を心がけ、ハイビームを積極的
に活用しましょう。

≪運動の重点≫
１．�歩行者の安全な道路横断方法などの実践と反射
材用品や明るい目立つ色の衣服の着用促進

２．�ながらスマホや飲酒運転などの撲滅と夕暮れ時
の早めのライト点灯やハイビームの活用促進

３．�自転車・特定小型原動機付自転車の交通ルール
の理解・遵守の徹底とヘルメット着用促進

９/30（火）は「交通事故死ゼロを目指す日」です
　交通事故に遭わない、交通事故を起こさない
よう時間と心にゆとりを持って行動しましょう。

　本人確認のため身分証明書が必要です。運転免
許証、マイナンバーカード、パスポートなどお持
ちください。また、献血カードの下部や、スマート
フォン用アプリ「ラブラッド」に記載されている
「次回献血可能日」を前もってご確認ください。
※�献血当日の体重に応じた適正な血液の採取量
を算出するため、献血受付時に毎回体重測定を
させていただきます。
※お問い合わせ先
　健康福祉課健康づくりＧ　☎６６２－２８３６

子
育
て
支
援
者
養
成
講
座
の

開
催
に
つ
い
て

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�

山
辺
町
・
中
山
町
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー　
　

☎
６
８
７
‐
１
７
２
０

　

中
山
町
と
山
辺
町
で
は
、子
育
て
中
の
方

や
子
育
て
中
の
方
を
応
援
し
た
い
方
を
対
象

に
、「
子
育
て
支
援
者
養
成
講
座
」を
開
催
し

ま
す
。受
講
者
は
フ
ァ
ミ
リ
ー
・サ
ポ
ー
ト・

セ
ン
タ
ー
の
援
助
会
員
を
希
望
す
る
こ
と
も

で
き
る
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●�

日
時　
10
月
７
日（
火
）～
23
日（
木
）の
う

ち
８
日
間　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

30
分
前
後（
日
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

●
場
所　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

●�

内
容　

保
育
の
心
、子
ど
も
の
発
育
と
病

気
、栄
養
と
食
生
活
、子
ど
も
の
世
話
や
遊

び
な
ど
、多
方
面
か
ら
学
び
ま
す
。講
師

は
、小
児
科
医
や
保
育
士
、栄
養
士
、心
理

の
専
門
家
の
方
々
で
す
。ま
た
、講
義
だ

け
で
な
く
、手
遊
び
な
ど
の
楽
し
い
実
技

も
あ
り
ま
す
。

●�
対
象　

子
育
て
中
の
方
を
応
援
し
た
い

方
、子
育
て
に
つ
い
て
勉
強
し
た
い
方
や

関
心
の
あ
る
方

●�

受
講
費
用　

受
講
料
は
無
料
で
す
。た
だ

し
、テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
３
２
０
０
円
必

要
で
す
が
、中
山
町
民
お
よ
び
山
辺
町
民

で
全
課
程
受
講
後
、山
辺
町・中
山
町
フ
ァ

ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト・
セ
ン
タ
ー
の
援
助

会
員
と
し
て
活
動
す
る
場
合
は
テ
キ
ス
ト

代
が
無
料
に
な
り
ま
す
。

●
申
込
期
限　
９
月
30
日（
火
）

※�

日
程
や
講
義
内
容
に
つ
い
て
は
、町
公
式

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
チ

ラ
シ
を
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
、ご
確
認

く
だ
さ
い
。

　

町
母
子
寡
婦
福
祉
会
で
は
、町
内
に
お
住

ま
い
の
ひ
と
り
親
世
帯
の
方
々
と
の
交
流
の

場
と
し
て
、親
子
交
流
芋
煮
会
を
開
催
し
ま

す
。お
気
軽
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　
10
月
19
日（
日
）

午
前
11
時
～
午
後
２
時
頃

●
場
所　
中
央
公
民
館
２
階　
第
２
会
議
室

●�

内
容　
芋
煮
会

※�

芋
煮
の
ほ
か
に
、お
に
ぎ
り
１
個
、飲
み

物
、果
物
を
会
で
準
備
し
ま
す
。

●�

参
加
費　
１
世
帯　
５
０
０
円

（
当
日
集
金
し
ま
す
）

●��

対
象　
町
内
に
お
住
ま
い
の
ひ
と
り
親
世

帯
の
方（
親
子
一
緒
の
参
加
、歓
迎
で
す
）。

●�

申
込
方
法　
９
月
30
日（
火
）ま
で
に
お
電

話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

親
子
交
流
芋
煮
会
へ

参
加
し
ま
せ
ん
か

※
お
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　
町
母
子
寡
婦
福
祉
会（
社
会
福
祉
協
議
会
）

　
　
　
　
　
　
　
☎
６
６
２
‐
４
３
６
１
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事 業 名 日　時 場 所 対　象　者　等

乳 が ん ・
子 宮 頸 が ん ・
骨粗しょう症検診
（健康づくりG）

９/26（金）
直接会場に行く方は
13：30まで
お越しください

●場所：寒河江市西村山郡医師会総合健診センター
●対象：�金沢、柳沢地区で下記に該当する方（申し込まなかった方

で希望する場合は、総合健診センター（☎ 0237‐84‐
0851）にご連絡ください）。

・子宮頸がん検診　20歳以上の女性
・乳がん検診　　　40歳以上の女性
・骨粗しょう症検診　40歳、45歳、50歳、55歳、60歳、65歳、
　　　　　　　　　 70歳の女性
●持ち物：問診票、検診料金、マイナ保険証など
◆�詳しくは、「令和７年度中山町女性のための単独検診のご案内」
をご覧ください（申し込まれた方に送付しています）。
※送迎バス時刻

定 期 健 康 相 談
（健康づくりG）

９/30（火）
10：30～11：30

保健福祉
センター

生活習慣病予防、健康診査に関する相談を行います。

育 児 相 談
【 予 約 制 】
（子育て支援Ｇ）

９/30（火）
10：30～11：30

育児全般について、保健師、助産師、管理栄養士など
が相談に応じます。前日まで電話でご連絡ください。

１歳６か月児健診
（子育て支援G）

10/１（水）
受付時間は個別通知で
お知らせします

保健福祉
センター
検診ホール

令和６年１月～３月生まれのお子さんと前回欠席の
お子さん
●持ち物　母子手帳、問診票、「健やか親子21」質問票、
　　　　　交換用おむつ、バスタオル

総 合 健 診
（健康づくりG）

10/３（金）
受付時間

７：40〜９：30

●場所：保健福祉センター
●対象：梅ヶ枝町地区の方で申し込んだ方と希望する方
特定健診、後期高齢者健診、さわやか健診、がん検診を申し込まれた方。
〇申し込まなかった方で希望する場合は、健康づくりＧにご連絡ください。
●�持ち物：問診票、採便容器と採尿容器、前年度の特定健康診査結果、
健診料金。40歳以上の方は、マイナ保険証などをお持ちください。

◆�詳しくは、「令和 7年度中山町健康診断実施のご案内」をご覧くだ
さい（申し込まれた方に送付しています）。
※送迎バス時刻

パパママ教室
（子育て支援G）

10/９（木）
個別通知で
お知らせします

保健福祉
センター
２階会議室

令和８年１月～３月に出産予定の方（配偶者も一緒
に参加できます）
転入などで個別通知がなかった方は至急ご連絡ください。
●持ち物　母子手帳、筆記用具

保健カレンダー
※保健事業に関するお問い合わせ先

健康福祉課　健康づくりＧ　☎ 662‒2836
健康福祉課　子育て支援Ｇ　☎ 662‒2705

【母子手帳交付について】
母子健康手帳交付は予約制です。子育て支援Ｇへお電話でお問い合わせください。
●受付時間　午前 8時 30分～午後 4時（土・日曜日、祝日を除く）
●所要時間　30分～ 1時間程度　
●場　　所　保健福祉センター
●持 ち 物　医師が記入した妊娠届出書、マイナンバーカード、妊婦さん名義の通帳のコピー（口座番号のページ）

【乳幼児等定期予防接種の申し込みについて】
●町内医療機関で接種を希望する場合は、直接医療機関に申込票を提出してください。
●�町外医療機関希望の場合は健康づくりＧに申込票をお届けください（接種券を郵送しますので、届いたら医療
機関に予約を入れてください）。
※転入などで申込票をお持ちでない場合は、健康づくりGへお問い合わせください。

西部地区公民館（金沢）12：30　　大津商店前 12：35

旧勤労文化センター ７：30　　梅ヶ枝町公民館 ７：35
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町の魅力を再発見！　
　中山町には、魅力的な場所やもっと知ってほしい良いモノなどがたくさんあります。
　このコーナーでは、そんな町の魅力をお知らせしていきます。

６年ぶりの火渡り神事６年ぶりの火渡り神事
岩谷十八夜観音例祭岩谷十八夜観音例祭

※オナカマ…�死者との口寄せや神との通信などの力をもっていたとされる盲目の巫女。

　

岩
谷
地
区
の
岩
谷
十
八
夜
観
音
（
岩
峯

英
秀
住
職
）
で
、
８
月
18
日
に
例
祭
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
岩
谷
観
音
史
跡
保
存
会
（
森
谷

喜
代
弘
会
長
）
が
中
心
と
な
り
毎
年
行
っ
て

お
り
、
こ
の
行
事
を
一
目
見
よ
う
と
町
内
外

か
ら
多
く
の
人
が
訪
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
や
町
道
土
橋
沼
の
倉
線

の
車
道
崩
落
の
影
響
で
、
令
和
２
年
以
降
は

中
止
や
規
模
を
縮
小
し
て
の
開
催
で
し
た
が
、

道
路
の
復
旧
を
受
け
、
６
年
ぶ
り
に
本
格
的

な
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　

朝
９
時
に
観
音
堂
が
開
堂
さ
れ
る
と
続
々

と
参
拝
者
が
訪
れ
、
そ
の
後
ご
祈
祷
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ご
祈
祷
が
終
わ
る
と
い
よ
い
よ

「
火
渡
り
」
の
神
事
で
す
。
ほ
ら
貝
の
合
図
で

邪
気
を
払
い
、
持
つ
者
に
幸
運
を
も
た
ら
す

と
さ
れ
る「
蓬ほ

う
ら
い
や

莱
矢
」が
四
方
に
放
た
れ
ま
す
。

そ
の
後
、
護ご

ま
だ
ん

摩
壇
に
火
が
つ
け
ら
れ
、
燃
え

尽
き
た
護
摩
木
の
上
に
角
材
を
置
き
、
塩
を

ま
い
て
場
を
清
め
る
こ
と
で
火
渡
り
の
準
備

が
整
い
ま
す
。裸
足
に
な
っ
た
参
拝
者
が
次
々

と
火
渡
り
を
行
い
、
家
内
安
全
や
無
病
息
災

を
祈
り
ま
し
た
。

　

岩
谷
観
音
史
跡
保
存
会
の
森
谷
喜
代
弘
会

長
は
、「
来
て
く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
に
対
し
て

あ
り
が
た
い
気
持
ち
で
す
。
岩
谷
十
八
夜
観

音
は
オ
ナ
カ
マ
（
※
）
の
修
行
の
地
で
し
た
。

そ
の
文
化
や
歴
史
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
今
後
も
続
け
た
い
で
す
」
と
話
し
て
い

ま
し
た
。
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